
飼料作物の栽培利用に関する研究  

〔除草剤利用による雑草防除試験（継続〉〕  

小林秋雄  渡辺 彬  今成竹正  五味英久  

（目的ト 

A 試鹸 

1二 二方法  

q）供試作物   

白デシトコこ一ン  

（虚 翔揮月日   

照和45年4月7日  

β）播種方法  

－瞳巾75珊株聞古O虎、2■表立 

（d 卿巴豊   

丁月巴2，POO馳（N，＝d晦，P払05d軸，  

ノⅩ204．8Kの－  

（9 試験区  

1Ⅰ｝＝貸45㌦，1B＝99〟，5輌り  

¢）処理 （下表参照）   

処理月日と作物  
NO．   

除草剤名   ‾‾   雑草の状態   

】  1Da当薬 l剤使用愚       五  シ マ ジ ン  10D  10a当少1□8ヱ  4月21日  2．  D．C．P．A  500  5．  ダウポン レク■ロツークス・  200 ．400 10〔） 500  の水で希釈し、播種  トゥモロコツ針状発芽開始     后2過経過して、噴霧  雑草は全面にマット状を尭  4． 5． d ス 8．    ．磯で全面を処理した。  し、多く発生 種類識別困難   グザミノレ A．T．A   タラモキリン  500   ■無  処  理  
処理前後の気象  

理  →」」、目、  4／14  15  1る  17  18  19  2（〕   21   
平均気温（00）   又5   ム5  8．1  11．7  5・8  5．0  0．7  22  125  5．7  72  10．  15＿5  1，9  15．4   

陣水皇（ふ）  21．b    5．d  
－  11．9  5．0   
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＼  

2．調査結果   

ロ）処理別、雑草発生本数と対無処理比較（1㌦）  45・5・15・調査（処理後24日）  

55   
55  直前嘉毎．5    55  ノヽコベ   ヒ エ   ク デ      合 計    珊頼   対七        本数 ≧ 対比  堅   100【99 1両   1ロ0  F－！－   55  00  5．捌†6訂 2．50058．5     】1d8  255    る7  81                  55  有元‘「T二    n          ロ0終5   七dd  1ボ          M    「義  云㌃ラ         5511．7   55 扇  15オ 55．5    諒－  転．5         4．5   

¢）処理後の経過  
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5．考察  

q）除草効果   

処理後24日調査においては、グザミ、D   

CPA、レタロックスの版に除草効果は可成少  

高い事が認められた。又タラモキノンの除草効  

果は抜群であるが、トウ．モロコシ忙対する薬害   

が強すぎた。   

ATAは稟昨白h縞が入り、遅くせで治ゆし   

なh。シマノン、ダウボンは効果が少なかった。  

処理後d9日においては、どの試験区も無処  

理圧と大差をい程にヒユ、ツユタサを主体とす  

る雑草が繁茂する托至った。これは播種50日  

～40日項忙新規に発胡ごしたヒユ、ヒエの外に  

発生が長柳間継続するツユクサなどによるもの  

である・  

この時点にお車てトウモロコシの草丈190  

の〝把対して、雑草の草丈は85仰であるから   

作物が優先はしているもののか孜少生鷲阻害要   

衆となっている。  

ロ）作物忙対する薬害   

今回はトウモロコシが針状発芽時に企画噴霧  

処理を架施したが、何れも薬蕃の程度ほ軽く、  

毅も被害の強かったタラモ中ソンの場合でも、  

枯死には至らず、2ケ月後には正常に快預した。  

色）今後の扱ぃ   

。 雑草の種類によって発芽時期把巾があるの  

ので、播種後50′－40日経過してほほ発  

生の完了した事を確認してから処理するの  

が効果的だと考える0  

・ 雑草発生の多h場所では雑草処理1回だ  

けで目的を遷することは困難で、士或処理  

或は物理的除草法の併用が必饗である。   

・本試験においてはD．C．P．Aが除草  

効果大で、薬害もすく左かった。  

レクロックス、タラモーキノンは除茸効果  

は大であるが、薬害がやゝ＿強い。ゲザミル  

なγエクサ以外のもの咋華して効果が大で  

薬害もすくない。   

p 試 痍  

1．方法  

q）供試作物  

白デントコーン  

俊一 播稗月日  

昭和45勾三5月9日  

6）棉碓方法   

瞳巾75仰の条播（7鞄／10a）   

隕）施肥量（10a当）   

歴肥2・00ロKダ，N占軸，P205dK¢，   

K804・8Kグ，  

6）供試除草剤及使用畳   

計7種（A試験と同じ）   

も）供試雑草   

d種類（メヒジハ、ヒユ、ツユクす、クデ、   

アカザ、ハコベ）  

ウ）雑葦移種   

昭和45年5月21日、生育中のトウモロコ  

シの雑草を除去し、作物の根元に添えるように、  

士魂をつけたませの各種雑草を移殖した。  

（8 処理年月日及草丈   

融両5年云月4日、瞳臥校閲に噴房、ト  
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1‡〉亡ロ．75†げ単区制＝42P   

2。調査結果   

処理後4日（d／白）、25日（6／2㌢）K   

おける除草効果  

（表参照）  

クモロコシの基に薬剤がかかった。   

トウモロコシ 55c椚（本葉5枚）  

メヒシバ （10c椚），ヒユ （8朗），  

ッユクサ （20仰），クデ（14読，  

7カザ （2師），ノ、コベ （2ロ珊）  

甚＃  多」ヰ  中＋＋ 少＋   無‾  

5．考察  

〔）除草効果  

シマジン、グザミルは効果がなかった0Ⅰ）．  

0．P．Aはメヒジー、、ツユクサが若干残る。  

ダウボンはメヒジハ、クデに有効でその他の効  

果がすくない0  

レクロックスはメヒジ′、が若干残るが、効果  

大。A・T・A、ヒユ、クデ、了、コベに効果大   

であるが、その他は白縞入少とをるが活力はあ  

る。タラモキノンは完全枯死。  

e）作物に対する薬害  

シマジン、グザミルはをし、D．C．P．A．  

ダウボンは若干薬害あるが快復する○レクロツ  

クス、タラモキノン吐枯死するものが多ho  

A．T．Aは白縞が入力、快復しをい。  

β）今後の取扱い   

この中では、D．C．P．Aが薬害がすぐ左   

く、除草効果も大ですぐれていた0   

レタロックス、タラモキノンは空畑の殿孝則   

として効果大であるo  

C 試 験   

1．方法   

q）供試作物   

白デソトコーン（採種用）  
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b）播種月日   昭和45軒7月28臥せ・う■、もろこし開花時、  

瞳閤噴霧  

細 主賓雑草   

メヒジノ、 （85仰）、ツユタサ（85（ね  

P）供託薬剤使用量   

A．B試験と同じ（7種類）  

6）試験区  

1p＝5．5ガ，1B＝8Ⅰ〉，2B倒  

昭和45年4月8日  

β）播種方法   

瞳巾75ビ桝，株間50仰，1本立  

郎 為肥畳（10a当）   

厩肥2・ODOKダ・NdR，・P205d晦・  

Ⅹヱ04．8鞄，  

6）処理  

結果  

処理1週後忙おける除草効果  

8．5調査（5．5㌦車重量ダ）  

要望些  

．  

訴  5．d冥）  85  47D  2浩 5．5d〕彷   ジハ  ツユクサ        対比  逝か対比   豪農  対比  宏徴 対比  ユ9旦 」廻  4．45010日   2〔刀    占．550  100   4．9占0  皿  5dD岳180d．d5D    102  74  4．8501109   2a〕  11旨十三忘   関  「’           52  1710  58  210  105 2550   59  45  5．5m  124  54D  270 d．8ら5   105  25  5520  124  55（】  1d5 d．550   97  2  1．％（〕  44    1812．050   引   
除 草 効 果  

ゝ － － い  メヒジ′サこや  

p二旦丁旦」LLt些D  
〝〝 メヒジへツユタサ僅効く  
dO％枯死  

メヒジン、効あわ  

ま 考察   

生育過程の大半を経過したこの時籾に除草剤を  

誼布ナるととは実際上考えられをい車であるが、  

′クロックス、タラモキノンの除草効果は大であ  

⊃た0  

瞳間処理の際、トウモロコシの茎の部分にかな  

カの景の薬剤が附潜しているが、観察できるよ  

うな薬害はをかったG  

－7ゝ5．－   


